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■ 平成 2１年の活動実績 概要 

     １．空き缶の募缶活動 

     ２．資源リサイクルに関する提供活動 

（１） 花いっぱいプラン２１／小学生との植樹活動 

（２） 花いっぱいプラン２１／花の苗提供活動 

（３） 見学ツアー 

     ３．資源リサイクルに関する広報及び啓発活動 

（A） NPO空き缶基金協賛での活動 

① 空き缶基金協力 チャリティコンサート 

② 環境イベント出展（含 協賛） 

（Ｂ） 広報ツール制作 

   ① ホームページ開設 

   ② パンフレット刷新 

   ③ 機関紙『空き缶通信』の継続発行 

（Ｃ） 講演活動 
 

※ 当ＮＰＯ法人を運営するにあたり、法律上、管轄諸官庁（県、市、税務署）にて確認をしております。 

□ 税   法   「非収益事業」 …空き缶収集事業、事務委託事業 

□ 就 労 法   資格外労働に該当しない旨の確認 

 

理事長   河野
かわの

 捷
かつ

紀
のり

 

“継続は力なり”。 

任意団体として 7年目、NPO として 3年目を迎

えました。学・官・産の皆様にご理解をいただきな

がら、地域の皆様と前進しています。 

九州の誇れる子供たちを支えていくことに、わ

れわれの存在意義があります。 

これからも“空き缶のリサイクル”の声かけを続

けてまいります。 

昨年のご協力の御礼と、本年の更なるご指導を

お願い申し上げます。 

平成 21年 事業報告書 
<平成 21年 1月 1日～平成 21年 12月 31日> 

 

 

～ 活 動 趣 旨 ～ 

 

スチール缶はお金にならないとの理由で、団体回収で集められている空き缶

はアルミ缶だけでした。しかし、空き缶にはスチール缶、ブリキ缶をはじめ多

くの種類があります。地域の住民、特に子供たちに「空き缶資源リサイクル」

の模範を示すには、缶の種類を選ばない取り組みが必要です。 

 

学校、企業をはじめとした地域の方々から提供頂いた空き缶のリサイクル収

益金を基金として積み立て、『小学校での環境教育活動』・『社会教育活動』・『子

供の健全育成活動の支援』・『リサイクル啓発活動』などへと活用します。 
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平成 2１年の空き缶回収重量（基金へ積み立てられる対象となった空き缶の重量） 
 

285,200 kg （募缶事業収入額 1,140,800 円） 

 

 

 

 

積み立てられた基金を用いて、空き缶回収活動に取り組む小学生へ植樹活動支援を行っております。 

今年は『花いっぱいプラン／植樹活動』を掲げて２年目。小学生との植樹活動を柱に、花いっぱい活動

を普及するために、提供を希望する全団体様に「花の苗」を提供しました。 

 

（１） 花いっぱいプラン２１／小学生との植樹活動 

   北九州市社会科研究会のモデル校である『あやめが丘小学校』（戸畑区）を選ばせていただきました。 

 

★ 3/3（火） 校内の花壇へ環境委員会の生徒さんが植樹を実施しました。 

    

   
 

 

 

（２） 花いっぱいプラン２１／花の苗提供活動 

    植樹活動（花の苗の提供希望）の一般公募をいたしました。 

    計 13団体様から回答をいただき、6月、花の苗(各団体 3ケース：84本)を寄贈いたしました。 

希望に添った苗の種類提供までには至りませんでしたが、諸団体様の美化活動（緑化活動）にご活

用いただきました。（団体様 写真提供） 

 

提 供 先 

① 北九州市立足原幼稚園 ⑥ 葛原第一長寿会 ⑪ 北九州市立藤松小学校 

② 北九州市立あやめが丘小学校 ⑦ 小熊野山野草同好会 ⑫ 社会福祉法人 まどか 

③ 枝光一区地域まちづくり協議会 ⑧ 北九州市立小倉南幼稚園 ⑬ 北九州市立八幡小学校 

④ 北九州市立上津役中学校 ⑨ 桜丘まちづくり協議会 
【※】 ５０音順 

⑤ 北小倉校区まちづくり協議会 ⑩ 北九州市立中原小学校 

  （花の苗 例） ｻﾙﾋﾞｱ、ﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ、ﾍﾟﾁｭﾆｱ、ﾎﾟｰﾁｭﾗｶ、日々草、ﾊﾟﾝｼﾞｰ、ﾌｸｼｱ など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植え込み後 植 え 込 み 風 景 

 

 

 

 

桜丘まちづくり協議会 

(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの会) 

in 市民ｾﾝﾀｰ周辺 植樹帯 

北小倉まちづくり協議会 

in さざんか公園 

八幡小学校 

in ﾚｲﾝﾎﾞｰﾌﾟﾗｻﾞ 

葛原第一長寿会 

in 国道歩道沿い  

 

1. 空き缶の募缶活動報告 

2. 資源リサイクルに関する提供活動 

 

かんかん君 
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（３）見学ツアー 
  9/28（月）～10/1（木）の内 3日間、北九州市内小学校３校を工場見学に招待いたしました。（空き缶のリ

サイクル工場、及び空き缶の製造工場を見学） 

製造現場での設備説明だけでなく、生まれ変わった様々な缶製品も見ていただきました。小学生から

の質問も多数いただき、環境に対する関心の高さが感じられるツアーとなりました。  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

     （A） NPO空き缶基金協賛での活動 

① 空き缶基金協力 チャリティコンサート 

         4/22（水）当法人協力のコンサートが開催され

ました。著名なギタリストさんの全国ツアーに、

北九州会場を追加していただき、約 300名が来

場されました。鉄のギターによる生演奏やアドリ

ブトークもあり、アイデア満載のコンサートとなり

ました。   

 

6/2(火) ﾁｬﾘﾃｨｺﾝｻｰﾄ

で得られた売上金の一

部（3万円）を、戸畑区役

所『とばた菖蒲まつり実

行委員会』へ寄付いたし

ました。 

 

 

② 環境イベント出展（含 協賛） 

今年も様々なイベントに出させていただきました。来場者の方々に、鉄や資源リサイクルに関する

冊子を提供し、またブース内では、子どもさんに “鉄”や“空き缶”の素材で作ったゲームで楽しんで

いただきました。 

8 月、ウェル戸畑で開催された環境こどもサミットでは、「八幡小学校」と「あやめが丘小学校」の生

徒さんが、3R活動の実践発表（H20年度エコライフ環境賞を受賞した取り組みの紹介）をされました。 

両校ともが、当法人の空き缶回収活動に参加されていたことから、市教育委員会より、空き缶にま

つわるリサイクルパネルの展示要望をいただきました。当日、会場入り口に『Can to Can リサイクルパ

ネル （計 5枚）』と『リサイクル品』を展示しました。 
 

◇ 主な参加（出展）イベント 一覧 ◇                                             

 日 付 イ ベ ン ト 名 

① 4/24（金）～4/25（土） 小倉コロナワールド１周年イベント in 小倉コロナワールド 

② 4/29（祝） 八幡東こどもまつり in 高炉台公園 

③ 4/29（祝） 戸畑こどもまつり in 夜宮公園 

④ 6/6（土）～6/7（日） 戸畑菖蒲まつり in 夜宮公園 

⑤ 8/18（火）～8/19（水） 環境こどもサミット in ウェル戸畑 

⑥ 10/17（土）～10/18（日） 北九州市エコライフステージ 2009 in 北九州市役所前 

⑦ 11/1（日）～11/3（祝） 起業祭 2009 in 大谷体育館 前広場 

      

 

9/28(月) あやめが丘小学校 

 

9/29(火) ひびきが丘小学校 
 

10/1(木) 中原小学校 

3. 資源リサイクルに関する広報及び啓発活動 
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    （B） 広報ツール制作 

       5/5（火）当法人の事務局移転に伴い、広報ツールの新規作成および更新を行いました。 

   （新事務局 ： 北九州市戸畑区飛幡町１－１ 新日本製鐵㈱八幡製鐵所 生産業務部内） 

 

① ホームページ開設 

          活動普及強化のために、NPO法人専用のホームページを作成しました。 

          設立に至った背景や活動の仕組み、実績紹介など を公開しております。 

   

         詳しくは、 http://www.npo-ubckikin.org/ のアドレスまで!! 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② パンフレット刷新 

           新たな法人番号、所在地への更新を行っており、 

ホームページ同様、活動の仕組みを掲載しております。 

様々なイベントや工場見学時に配布しています。 

   

③ 機関紙『空き缶通信』の継続発行 

      参加団体さんの情報交流を目的とした『空き缶通

信』発行を開始して丸 6 年が経ちました。毎月１回発

行し、平成 21年 12月号で、 計 74回の発行(含 増刊

号)を数えます。 

 

行政・地域まちづくり協議会・市内小学校など、月

間250団体様に拝読いただいております。内容は、空

き缶回収の取組みなどの近況情報や登録団体さん

の情報、さらに平成 21 年の見出しには、小学校の校

長先生からいただいたコメントを掲載しました。 

 

 

（C） 講演活動 

平成 21 年は計 3 件の講演活動を行いました。当 NPO 法人の活動に加え、資源リサイクルの大切さや

鉄の魅力を、様々な年代の方々へ講演しました。ちょっとしたやさしさが大きなことに繋がる、ということを

今後も伝えていきます。 
◇ H２１年講演 一覧 ◇ 

 日 付 講  演  テ ー マ 

① 4/23（木） 年長者研修大学「周望学舎」 スチール缶リサイクル、NPO 空き缶基金活動について 

② 9/10（木） 北九州市立あやめが丘小学校 スチール缶リサイクル 

③ 12/4（土） 新日鉄住金ｽﾃﾝﾚｽ㈱鹿島製造所 鉄と人とのかかわり 

 

 

 

 

http://www.npo-ubckikin.org/

